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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
人
々
が
求
め
た
英
雄
が
成
し
た
軌
跡
の
物
語



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

プ
ロ
ロ
ー
グ
　

1





プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
こ
れ
は
人
々
が
求
め
た
英
雄
が
成
し
た
軌
跡
の
物
語

　　
エ
レ
ジ
ア

　
か
つ
て
の
英
雄
、
冒
険
者
を
哀
卓
し
、
見
送
る
日
。

　
人
々
は
、
花
を
持
ち
、
歌
を
歌
い
、
か
の
英
雄
、
か
つ
て
の
仲
間
、
恋
人
、
家
族
の
墓
を
巡
る
。

彼
ら
子
供
達

　
常
に
陽
気
な
神
々
も
こ
の
日
は
哀
歌
を
歌
い
、

を
見
送
る
。
　

　
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
は
毎
日
の
よ
う
に
人
の
死
が
あ
る
。

　
命
懸
け
で
冒
険
を
し
て
い
る
。
生
き
て
帰
る
こ
と
も
あ
れ
ば
帰
っ
て
こ
な
い
時
も
あ
る
。

　
こ
れ
が
冒
険
者
の
街
、
オ
ラ
リ
オ
で
の
日
常
だ
。

　
し
か
し
、
七
年
前
の
『
暗
黒
期
』。
ソ
レ
は
脆
く
も
崩
れ
去
っ
た
。

　
冒
険
者
は
冒
険
を
す
る
こ
と
な
く
死
に
、
力
を
持
た
な
い
大
人
も
子
供
も
、
そ
し
て
神
も
多
く
死
ん

だ
。

　
闇
派
閥
。
邪
神
に
従
い
、
オ
ラ
リ
オ
を
破
壊
し
、
殺
戮
。
多
く
の
傷
跡
を
残
し
た
。

　
七
年
た
っ
た
今
、
１
人
の
妖
精
の
き
っ
か
け
に
よ
り
、
人
々
は
平
和
を
取
り
戻
し
た
。

1



　
だ
が
、
失
っ
た
も
の
は
大
き
い
。

　
家
族

　
友
人

　
仲
間

　
恋
人

　
フ
ァ
ミ
リ
ア

　
主
神

　
取
り
返
せ
な
い
も
の
を
失
っ
た
そ
の
傷
は
癒
え
な
い
。

　　
だ
か
ら
こ
そ
人
々
は
こ
の
日
に
願
う
。

　
も
し
、
あ
の
日
が
な
か
っ
た
ら
。

　
も
し
、
彼
女
、
彼
が
死
な
な
か
っ
た
ら
。

　
も
し
、
も
し
、
…
…
…
…
。

　　　
も
し
、
あ
の
時
、
英
雄
が
い
れ
ば
。
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人
々
は
願
う
。

　　
と
あ
る
神
は
言
っ
た
。

「
子
供
達
の
思
い
は
奇
跡
を
起
こ
す
」
と
。

　
か
つ
て
、
暗
黒
期
で
失
っ
た
人
々
は
願
う
。

　　　　
思
い
は
、
願
い
は
集
い
、
託
さ
れ
る
。
英
雄
の
器
た
る
者
に
。

　
今
で
は
な
い
、
時
代
を
、
刻
を
も
超
え
て
託
さ
れ
る
。
神
々
で
さ
え
見
通
せ
な
い
人
々
の
、
子
供
達

の
願
い
は
力
と
な
る
。

　　
英
雄
は
、
少
年
は
、
知
ら
ぬ
が
間
に
人
々
の
願
い
が
託
さ
れ
た
。

　
そ
の
少
年
は
偉
業
を
成
し
た
。
自
分
を
上
回
る
怪
物
を
、
敵
を
倒
し
、
時
に
は
生
贄
の
少
女
、
知
恵

を
持
ち
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
外
に
出
る
こ
と
を
望
む
怪
物
ま
で
を
も
す
く
っ
た
。

　
そ
し
て
、
都
市
を
破
壊
す
る
者
の
姦
計
を
も
打
ち
こ
わ
し
、
鐘
の
音
と
と
も
に
邪
竜
を
倒
し
た
。
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英
雄
の
器
た
る
少
年
。
そ
の
名
は
ベ
ル
ク
ラ
ネ
ル
。

　
た
っ
た
一
つ
の
情
景
を
追
い
か
け
、
英
雄
に
憧
れ
、
神
の
思
惑
さ
え
超
え
た
。
幾
多
の
冒
険
を
乗
り

越
え
成
長
し
た
冒
険
譚
は
全
て
彼
の
背
中
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
器
は
彼
の
冒
険
譚
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
願
い
さ
え
受
け
入
れ
た
。
下
界
に
住
ま
う
子
供
た
ち
が
、
た
っ
た
一
人
の
少
年
が
、
彼
が
持
つ

可
能
性
は
神
で
さ
え
計
り
知
れ
な
い
。

　　
彼
の
背
中
に
刻
ま
れ
た
英
雄
へ
の
切
符
は
収
束
す
る
。
そ
れ
は
彼
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
無
意
識

的
に
集
め
る
。

　
収
束
す
る
の
は
魔
法
で
は
な
い
、
力
で
も
な
い
、
願
い
だ
。

　
収
束
す
る
願
い
は
叶
え
る
た
め
の
力
へ
と
変
わ
っ
た
。

　
力
を
行
使
す
る
た
め
、
目
的
を
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
道
が
開
く
。
そ
の
先
は
現
在
で
は
な
い
、
か

つ
て
の
暗
黒
の
時
代
。
彼
の
知
ら
な
い
時
代
。

　
人
々
は
、
神
々
は
、
英
雄
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
何
処
の
、
ど
ん
な
時
代
で
も
そ
う
だ
っ
た
。

　
そ
の
先
で
の
「
出
会
い
」
が
何
を
成
す
の
か
。

　
全
て
は
刻
を
こ
え
、
偉
業
を
成
す
前
の
少
年
に
託
さ
れ
た
。
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こ
れ
は
そ
ん
な
英
雄
譚
の
始
ま
り
。

　
少
年
は
英
雄
に
な
る
。

　
英
雄
の
名
は
ベ
ル
ク
ラ
ネ
ル
。

　
彼
は
こ
れ
か
ら
出
会
う
の
だ
。

　
運
命
の
歯
車
と
共
に
紡
ぐ
英
雄
譚
の
序
章
を
。

　
第
一
話
　
邂
逅
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